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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 20,813 17.7 1,128 229.1 1,052 286.1 870 355.7

29年3月期第1四半期 17,676 1.0 342 ― 272 ― 191 ―

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　532百万円 （―％） 29年3月期第1四半期　　△1,345百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 14.70 ―

29年3月期第1四半期 3.23 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 93,758 51,696 51.7

29年3月期 93,748 51,549 51.5

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 48,478百万円 29年3月期 48,255百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 6.50 6.50

30年3月期 ―

30年3月期（予想） ― ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

平成30年3月期の配当予想につきましては、未定であります。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,000 6.1 4,000 50.8 3,700 40.7 3,000 39.3 50.68

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 63,060,164 株 29年3月期 63,060,164 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 3,861,670 株 29年3月期 3,861,494 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 59,198,596 株 29年3月期1Q 59,199,308 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出の回復は一服したものの、雇用・所得環境の改善が進む

など、総じて緩やかな回復基調となりました。また、米国経済は個人消費が底堅く、企業の景況感は堅調に推移し

ました。欧州では輸出増加を背景に景気回復が継続し、中国経済も緩やかな回復を維持しました。

このような環境のもと、当社グループ主力の車載分野においては、グローバルでの新車販売台数増加、PHVやEVな

どの普及、先進運転支援システム(ADAS)の普及などにより市場拡大が続いております。このような中、当社グルー

プにおきましては、旺盛な受注に対応すべく、タイ及び中国工場の生産能力拡大を進めており、売上拡大に寄与い

たしました。これらの結果、当第１四半期連結累計期間における連結売上高は208億13百万円(前年同期比17.7％の

増収)となりました。

利益面につきましては、海外工場の生産能力拡大及び国内工場の生産性改善により、生産拠点を有する日本・中

国・東南アジアにおいては、いずれも前年比2倍以上の大幅増益となりました。その結果、当第１四半期連結累計期

間の営業利益は11億28百万円(前年同期比229.1％の増益)となりました。また、営業利益の改善により、経常利益は

10億52百万円(前年同期比286.1％の増益)、親会社株主に帰属する四半期純利益は8億70百万円(前年同期比355.7％

の増益)となりました。

セグメントの概況は以下のとおりです。

(日本)

国内の自動車生産は、国内向けはやや減少したものの、輸出が拡大したことなどから堅調に推移しました。ま

た、ADASの普及が進むなど、自動車の電装化が更に進展したことも当社販売に寄与しました。

これらの結果、車載分野での販売が大幅に増加し、売上高は123億95百万円(前年同期比14.0％の増収)となりま

した。

利益面では、売上高増加に加え、生産性改善が寄与し、営業利益は6億32百万円(前年同期比105.8％の増益)と

なりました。

(中国)

中国経済は小幅ながらも回復基調が続き、総じて緩やかな成長となりました。

このような市場環境の中、当社においては車載、及びゲーム機向けの販売が増加し、売上高は40億38百万円(前

年同期比35.2％の増収)となりました。

利益面では、主に売上高が増加したこと、旺盛な受注に対応すべく、旧正月も一定の稼動を維持したことから、

営業利益は3億9百万円(前年同期比189.5％の増益)となりました。

(東南アジア)

東南アジア経済は、内需主導で緩やかな景気回復が続きました。

このような市場環境の中、当社販売は車載向けを中心に増加し、売上高は28億86百万円(前年同期比19.4％の増

収)となりました。

利益面ではタイ工場の生産能力増強などにより収益性が向上し、営業利益は1億83百万円(前年同期比225.7％の

増益)となりました。

(欧米)

欧米は、雇用環境や個人消費が持ち直すなど緩やかな回復が続きました。

このような市場環境の中、当社販売は車載向けが堅調に推移し、売上高は14億93百万円(前年同期比6.7％の増

収)となりました。営業利益は97百万円(前年同期比39.6％の増益)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

流動資産は、前連結会計年度末に比べて2.2％減少し、534億56百万円となりました。これは、主に現金及び預

金が23億81百万円減少し、受取手形及び売掛金が8億23百万円増加したことなどによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて3.2％増加し、402億19百万円となりました。これは、主に有形固定資

産が10億20百万円増加したことなどによるものであります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて0.01％増加し、937億58百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて2.7％増加し、256億73百万円となりました。これは、主に賞与引当金

が3億58百万円、支払手形及び買掛金が3億2百万円それぞれ増加したことなどによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて4.8％減少し、163億87百万円となりました。これは、主に長期借入金

が7億88百万円減少したことなどによるものであります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて0.3％減少し、420億61百万円となりました。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.3％増加し、516億96百万円となりました。これは、主に利益剰余

金が4億85百万円、その他有価証券評価差額金が1億85百万円それぞれ増加し、為替換算調整勘定が4億46百万円減

少したことなどによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年５月12日に公表いたしました通期の連結業績予想に変

更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,671 20,290

受取手形及び売掛金 22,166 22,990

有価証券 46 46

商品及び製品 3,273 3,438

仕掛品 3,408 3,389

原材料及び貯蔵品 1,829 2,129

その他 1,312 1,208

貸倒引当金 △36 △36

流動資産合計 54,672 53,456

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,220 10,095

機械装置及び運搬具（純額） 11,026 11,292

土地 8,288 8,267

建設仮勘定 1,462 2,367

その他（純額） 1,098 1,093

有形固定資産合計 32,096 33,117

無形固定資産

のれん 226 213

その他 195 183

無形固定資産合計 421 397

投資その他の資産

投資有価証券 3,390 3,637

退職給付に係る資産 832 831

その他 2,282 2,259

貸倒引当金 △38 △23

投資その他の資産合計 6,466 6,704

固定資産合計 38,984 40,219

繰延資産

社債発行費 91 81

繰延資産合計 91 81

資産合計 93,748 93,758
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,543 11,845

短期借入金 5,407 5,404

1年内償還予定の社債 560 560

未払法人税等 323 224

賞与引当金 374 733

事業構造再編費用引当金 131 131

その他 6,650 6,774

流動負債合計 24,990 25,673

固定負債

社債 6,960 6,960

長期借入金 8,468 7,679

退職給付に係る負債 43 41

資産除去債務 165 165

その他 1,571 1,540

固定負債合計 17,208 16,387

負債合計 42,199 42,061

純資産の部

株主資本

資本金 22,306 22,306

資本剰余金 16,628 16,628

利益剰余金 9,773 10,259

自己株式 △3,133 △3,133

株主資本合計 45,575 46,061

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 886 1,072

繰延ヘッジ損益 △0 0

為替換算調整勘定 1,561 1,114

退職給付に係る調整累計額 232 230

その他の包括利益累計額合計 2,679 2,417

非支配株主持分 3,294 3,218

純資産合計 51,549 51,696

負債純資産合計 93,748 93,758
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 17,676 20,813

売上原価 15,439 17,585

売上総利益 2,237 3,228

販売費及び一般管理費

従業員給料及び賞与 626 621

賞与引当金繰入額 42 98

退職給付費用 13 9

貸倒引当金繰入額 0 △15

その他 1,211 1,386

販売費及び一般管理費合計 1,894 2,100

営業利益 342 1,128

営業外収益

受取利息 14 14

受取配当金 37 42

受取賃貸料 21 20

その他 26 46

営業外収益合計 99 123

営業外費用

支払利息 52 70

為替差損 54 53

その他 63 75

営業外費用合計 170 199

経常利益 272 1,052

特別利益

固定資産売却益 41 3

特別利益合計 41 3

特別損失

固定資産売却損 0 1

固定資産除却損 14 28

投資有価証券評価損 60 ―

特別損失合計 75 29

税金等調整前四半期純利益 238 1,026

法人税等 40 136

四半期純利益 198 890

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 20

親会社株主に帰属する四半期純利益 191 870
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 198 890

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △191 185

繰延ヘッジ損益 △0 0

為替換算調整勘定 △1,360 △542

退職給付に係る調整額 8 △1

その他の包括利益合計 △1,543 △358

四半期包括利益 △1,345 532

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,165 607

非支配株主に係る四半期包括利益 △179 △75

決算短信（宝印刷） 2017年08月01日 17時27分 7ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



日本シイエムケイ株式会社(6958) 平成30年３月期 第１四半期決算短信

― 8 ―

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２日本 中国 東南アジア 欧米 計

売上高

外部顧客への売上高 10,873 2,985 2,417 1,400 17,676 ― 17,676

セグメント間の内部売上高
又は振替高

543 2,143 1,528 ― 4,215 △4,215 ―

計 11,416 5,129 3,945 1,400 21,891 △4,215 17,676

セグメント利益 307 106 56 69 539 △196 342

(注) １ セグメント利益の調整額△196百万円には、セグメント間取引消去67百万円、全社費用△264百万円が含まれ

ております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法か

ら定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更しております。

なお、この変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２日本 中国 東南アジア 欧米 計

売上高

外部顧客への売上高 12,395 4,038 2,886 1,493 20,813 ― 20,813

セグメント間の内部売上高
又は振替高

590 3,210 2,035 ― 5,836 △5,836 ―

計 12,985 7,248 4,922 1,493 26,650 △5,836 20,813

セグメント利益 632 309 183 97 1,221 △93 1,128

(注) １ セグメント利益の調整額△93百万円には、セグメント間取引消去169百万円、全社費用△263百万円が含まれ

ております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。
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